
「ティアティラの教会への手紙」       2019 年 08 月 03 日 

ヨハネの黙示録 2 章 18 節～21 節 ティアティラにある教会の天使にこう書き送れ。 

『目は燃え盛る炎のようで、足はしんちゅうのように輝いている神の子が、次のように言

われる。「わたしは、あなたの行い、愛、信仰、奉仕、忍耐を知っている。更に、あなた

の近ごろの行いが、最初のころの行いにまさっていることも知っている。しかし、あなた

に対して言うべきことがある。あなたは、あのイゼベルという女のすることを大目に見て

いる。この女は、自ら預言者と称して、わたしの僕たちを教え、また惑わして、みだらな

ことをさせ、偶像に献げた肉を食べさせている。わたしは悔い改める機会を与えたが、こ

の女はみだらな行いを悔い改めようとしない。」』 

 

 キリストはティアティラの教会の天使に手紙を書き送れと命じておられる。パウロがヨ

ーロッパに渡って、最初にフィリピの町で、ユダヤ人たちの祈りの場で伝道した時、紫布

を商うリディアという婦人が心を開いて、キリストの福音を受け入れた。彼女の出身地が

ティアティラ市である。彼女がなぜ、ティアティラからフィリピに来たかは分からないが、

当時の人々は、かなり自由にローマ帝国内を行き来していたものと思われる。ティアティ

ラの教会へ手紙を書き送ることを命じたキリストは、著者ヨハネが、最初に霊に満たされ、

語りかけられて見た「目は燃え盛る炎のようで、足はしんちゅうのように輝いている神の

子」の姿であったと記している。キリストは、ティアティラの教会について、二つのこと

を称賛している。一つは、「わたしは、あなたの行い、愛、信仰、奉仕、忍耐を知ってい

る」ことである。ティアティラの教会の信徒たちは迫害の苦難を耐え忍び、キリストへの

信仰をもって、互いに愛と奉仕に励んでいるという。二つ目は、「あなたの近ごろの行い

が、最初のころの行いにまさっていることも知っている」ことである。初めて福音を聞い

た時、喜んで受け入れた。その頃よりも、今の方が信仰に基づく行いが勝っているという。

信徒たちは初々しい感性で信仰に励み、愛に生きようと燃えていたのである。 

 キリストは、「しかし、あなたに対して言うべきことがある」と言われる。それは、「あ

なたは、あのイゼベルという女のすることを大目に見ている。この女は、自ら預言者と称

して、わたしの僕たちを教え、また惑わして、みだらなことをさせ、偶像に献げた肉を食

べさせている」ことである。イゼベルは列王記上 16 章から 19 章に登場する女性である。

当時のイスラエルの王アハブはシドン人の王エトバアルの娘イゼベルを妻に迎えた。イゼ

ベルは結婚に際し、イスラエルを席巻するため、シドンから多くのバアルの預言者とアシ

ェラの預言者を連れて来た。イスラエルの神に仕える者たちは次々と殺害されていった。

預言者エリヤはカルメル山で、神の名を呼び、火をもって答える神が真の神であると、450

人のバアルの預言者と 400 人のアシェラの預言者と対決した。エリヤの祈りに神は答え、

火を降らせた。バアルの預言者たちはキション川で殺害された。怒ったイゼベルはエリヤ

に追手をかけた。逃れたエリヤはホレブの山で、バアルにひざまずかない七千人を残すと

いう神のみ告げを聞いて、励まされる。ティアティラの教会に現れたイゼベルは、王妃イ

ゼベルの名を借りたのであろう。彼女は預言者と自称して、信徒たちを惑わし、淫らなこ

とをさせ、偶像に献げた肉を食べさせている。信徒たちは偶像礼拝を言い広める彼女を寛

大に扱っている。キリストは彼女に悔い改める機会を与えたが、悔い改めようとはしなか

った。イゼベルの悪影響を排除せよと警告しておられる。 


